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研究成果の概要（和文）：本研究は19世紀のヨーロッパにおける音楽の普及について、劇場という場とそこでの
演奏、そして物理的媒体としての出版楽譜の関係を軸に考察するものである。劇場という場はクラシック音楽／
ポピュラー音楽というカテゴリー形成において無視できない役割を果たしていた。従来の研究では注目されてこ
なかったこの場の研究が明らかにするのは、安定的な「作品」概念とその鑑賞という認識が成り立たないほど雑
多で入り組んだ音楽の流通現象である。

研究成果の概要（英文）：This research project aims to clarify the close relationship between theatre
 and music publishing within the context of musical popularity in nineteenth-century Europe. During 
this period, Europeans enjoyed various types of songs, from artistic and operatic to simple and 
popular songs. Moreover, some popular operatic songs were arranged and published in different ways. 
By producing and distributing music, theatres and music publishers contributed to sharing musical 
tastes across European cities. As opposed to the previous discussion of music reception, stable 
composer-performer-audience relationships were not possible during the music dissemination process.

研究分野： 文化社会学

キーワード： 音楽社会学　劇場　楽譜出版

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
音楽研究において近代の出版楽譜と劇場との関係が注目されることはほとんどなかった。出版楽譜研究は大作曲
家の作品と関わる限りにおいて重視されてきたのだが、音楽普及や享受の実態を見る上では無名の作曲家の出版
と劇場の関係へのアプローチは不可欠である。芸術としての音楽・商品としての音楽のあり方は現代の音楽産業
構造にも影響を及ぼすものであり、本研究は現在の音楽と劇場との関係についても示唆を与える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 筆者はこれまでの研究において、「芸術音楽」と「ポピュラー音楽」といった音楽の社会的価
値の形成過程を対象としてきたが、近代ヨーロッパの音楽事情に関する研究を進めるうちに、実
態はそうしたカテゴリーに明確に分類できるものではなく、演奏の場所、演奏者、演奏楽曲の種
類などが様々に混在していたことが分かってきた。従来の知見としては、芸術音楽の歴史とポピ
ュラー音楽の歴史として別々に捉えられてきたものを、合わせて考える必要性を主張するのが
本研究の立場である。 
 その「混在する場」として、そしてクラシックとポピュラーが分化してゆく源として、本研究
が注目したのは、出版楽譜と劇場の関係である。 
 音楽研究において、近代の出版楽譜事情と劇場との関係が注目されることはほとんどなかっ
た。というのも、出版楽譜研究は専らクラシック音楽を対象とした音楽学によって担われ、それ
はすなわち大作曲家の作品の出版に関わる範囲で行われてきたためである。そしてその出版楽
譜研究が劇場と結びつけられることはなかった。しかしながら、音楽の流通を考えるうえで、こ
の 2 つの項は実は密接に結びついている。それは音楽の社会的カテゴリー以前に、音楽の商業
性や産業構造に規定されているのである。 
芸術とされる音楽を生み出すのも、流行曲を生み出すのも、鍵となる「場」は劇場である。そ

れは新興の中産階級が、また古い貴族階級が、そして労働者階級が、都市生活を享受する中心的
な場であった。19 世紀の都市生活と音楽活動の関係を論じた重要な先行研究は D.Scott の業績
（Sounds of Metropolis.2008）であり、彼は都市における音楽生活について、様々なタイプの
音楽が混在する実態を明らかにしているものの、劇場という場を特に重視しているわけではな
い。 
 他方、出版楽譜に関しては、大作曲家に関わるもの以外では、ほとんどその実態が分かってい
ない。そうした出版業者はヨーロッパ中に支店を持つ大手であることが多いが、人々に広く流通
していたポピュラーソングは小規模な業者によって出版されていた。しかもその楽譜の種類は
様々で、そこには楽譜印刷技術やそのコストが関わっていた。音楽出版に関しては、従来は楽譜
印刷技術にばかり注目が集まっていたが、本研究はその産業的・社会的側面を捉えるものである。 
 
 
２．研究の目的 
本研究は 19 世紀のヨーロッパにおける音楽の普及について、劇場という場とそこでの演奏、

そして物理的媒体としての出版楽譜の関係を軸に考察するものである。「劇場」自体は近代ヨー
ロッパの都市生活において、単に舞台芸術を提供する場として機能していたのではなく、公共の
社交生活空間として、音楽ジャンル形成および普及に寄与し、諸階級の余暇活動、流行発信など
の面でも重要な役割を果たしていた。劇場という場はクラシック音楽／ポピュラー音楽という
カテゴリー形成において無視できない役割を果たしていた。本研究の第一の目的は西洋近代の
都市における劇場という視角から音楽活動を考察することであるが、それは同時に音楽学・美
学・歴史学・演劇学を横断する形での新たな文化社会学の試みである。 
劇場と言っても、高尚なオペラハウスもあれば、タヴァーンやサルーン、ホールと呼ばれた音

楽演奏を伴う居酒屋や飲食を伴う音楽会場も含まれる。従来の音楽史研究では、「作品」として
美学的に確立されたものが創作され、演奏され、鑑賞されたという見方によって音楽現象が語ら
れてきたが、本研究が明らかにするのは、そうした「作品」概念が成り立たないほど雑多で入り
組んだ音楽の流通現象である。とりわけ、オペラというジャンルは高尚な芸術音楽と目されるこ
とになるものの、19 世紀においては断片化され、ポピュラーソングとなって幅広い層に行き渡
っていた。ポピュラー音楽と芸術領域とは明瞭に区分けできるものではなかったことを明らか
にすることも、本研究の目的である。それは「創作－演奏－受容」という創作物を中心に据えた
文化研究ではなく、近代化する社会の中で生じた様々な価値体系・意味付与の営為の中に音楽活
動を位置づけるということである。 
 
 
３．研究の方法 
（１）大作曲家に関わった楽譜出版社や、正式なオペラ劇場については従来の研究でも詳細な情
報を得ることができる。しかしながら本研究が対象とするのは、そうした輪郭の明瞭な対象では
なく、存在していたことは知られているものの、その実態がよく分からない楽譜や劇場である。 
 そのために、本研究では様々な一次二次資料から断片的な情報を収集することによって全体
像を構築することとした。具体的には、当時の音楽雑誌や新聞などの広告欄を調査すること、当
時のヒット曲として知られている楽曲の出版情報から出版社を辿ることに加え、いくつかの大
手出版業者や劇場関係者についての調査を行なった。 
（２）また理論的な考察のために、現代にまで及ぶ劇場とポピュラー音楽との関係について、隣
接分野の研究者との意見交換を行い、この問題の展開可能性を検討した。 
 
 
４．研究成果 
（１）オペラのポピュラーソング化 



 19 世紀のロンドンの楽譜出版状況を概観して明らかになったことは、ノヴェッロなどの有名
な出版社の他に小規模で短命な出版業者が数多く存在していたということである。そして規模
の大小に拘らず、オペラの有名ナンバーは彼らにとってポピュラーソングとして重要なレパー
トリーとなっていた。当時のヨーロッパで人気のあったロッシーニやオベール、ベリーニらのオ
ペラのアリアが多数の出版社から売り出されていた。注目すべきは、それらは必ずしも、オリジ
ナルのオペラの一部として出版されていたのではなく、むしろ多くの場合全く異なる歌詞とタ
イトルで公刊されていたことである。そのバージョンも人気曲であればそれだけ多い。ここから
分かるのは、オペラから独立して人気曲となったアリアなどの楽曲が、特にその旋律が人気とな
り、庶民に親しみやすい歌として改変された状態で流通していたということである。また、原曲
の改変曲をさらに改変して別タイトル、別の歌詞で売り出されるという場合もあった。メロディ
ーを流用したまま、幾度も替え歌のような楽曲が生み出されていたということが分かる。19 世
紀前半にはオペラの作曲家の著作権も徐々に確立していった時期ではあるが、裾野となる現場
ではこのような形で流用が行われ、親しまれていた。 
 音楽史、オペラ史においても、こうした楽曲の出版と受容についてはほとんど知られていない。
音楽史（作曲技法史）的には意味のない現象ではあっても、オペラというブルジョワ向けの音楽
ジャンルがこのような形で社会に根付いていた現象はもっと注目されるべきであろう。 
 
（２）19 世紀ロンドンの音楽出版業者と出版楽曲 
 本研究では、先行研究を含めた様々な材料から、19 世紀のロンドンにおいて少なくとも 1663
の音楽出版業者が存在していたことを確かめた。各業者の出版カタログのようなまとまった資
料はないものの、各社の主なレパートリーを確認したところ、当時の人気ジャンルの傾向が判明
した。 
 人気ジャンルとして挙げられるのは、ショーなどで歌われるポピュラー歌曲、ダンス音楽、宗
教音楽を中心とした合唱曲、各楽器の教則本である。 
ポピュラー歌曲の中には、「ミュージカル・コメディ」「コミック・ソング」「ミュージックホ

ール・ソング」といった分類語が多く見られただけではなく、ミンストレル・ショーの人気曲を
集めた歌曲集なども出版された（これらは歌詞のみの曲集）。こうした傾向からも、タヴァーン
やサルーン、ホールといった娯楽用劇場の歌が出版されていたことが窺える。また、19 世紀の
ポピュラー音楽として重要なジャンルはダンス音楽である。ヨーロッパ中で、ワルツ、ポルカ、
ギャロップ、カドリーユといったダンス音楽が人気だったのは、オペラハウスなどの劇場で舞踏
会が開かれ、若い男女を引き付けていたからである。当時、大人気を誇っていた指揮者も自身の
楽曲を出版している。他方、娯楽というよりは真面目な音楽への取り組みを象徴するのは宗教的
な合唱曲の楽譜出版である。この分野は従来の研究でも知られていることではあるが、しかしな
がら、そうした宗教曲を出版する業者が同時にダンス音楽やポピュラーソングなどの大衆的娯
楽音楽をも出版していたことは併せて理解する必要がある。宗教曲が人気だったのは、当時のロ
ンドン、そしてヨーロッパ中で、アマチュア合唱団が広く展開していたためである。19 世紀に
は合唱人口が増え、そのための楽譜は需要が高かった。その中にはヘンデルやハイドンのオラト
リオの楽譜も多く含まれ、各地で演奏される人気曲であったオラトリオが楽譜となって各家庭、
親密なサークル内に出回っていたことが分かる。そして、各種教則本は、ピアノは当然として、
その他の楽器向けに特化したものが出版されていた。これらの傾向を概観した上で、本研究にお
いて重要なのは、劇場との結びつきを示すポピュラーソングとダンス音楽である。 
 当時は楽譜印刷技術が進歩し、19 世紀半ばには楽譜の値段は更に下がり、より多くの楽譜が
出版されることとなった。その中には「チープ・ミュージック」と銘打つものも少なくなく、す
でに出版されていた楽曲の廉価版が人気を博していたということも分かる。また、短命の出版社
が多かったこともあり、その出版権が売買されて別の業者に引き継がれ、あるいはオークション
によって出版権を得て再販される楽譜も多かった。 
 
（３）タヴァーンやホールの歌手の実態 
 小規模な出版業者によって、劇場の歌がポピュラーソングとして出版されていたわけだが、本
研究では、出版社の調査とは別に、劇場で歌っていた歌手の手記を調査した。そこから、歌い手
たちが具体的にどのような活動をしていたのかが窺える。 
 娯楽性の高いタヴァーン、サルーン、ホールといった場所で歌っていたのは、多くの場合アマ
チュアであった。その中にはたとえば大英博物館の職員もおり、日中の仕事を終えた後、夜に劇
場を訪れて歌っていたこと、さらには同じ日に「ハシゴ」をして別の劇場で歌っていた歌手もい
た。それは歌で生計を立てるプロの歌手の姿ではない。歌うために劇場に行き、あるいはそこで
聴衆の一員ともなっていた。またそうしたケースで注目に値するのは、彼ら自身が自作の歌を披
露していたということである。そして出版業者調査においても、自身の楽曲を出版している業者
が少なくなかったことも興味深い。つまり当時の劇場歌手は、アマチュアでありながら、作曲し、
演奏し、出版までしていたということである。それはポピュラー音楽研究では 20 世紀後半に指
摘される「シンガ・ソング・ライター」と同じ音楽現象であったとも言える。その中から特に人
気となった歌曲が生き残ったのである。このようなアマチュアの自己表現の場としての劇場の
あり方は、すでに高尚な劇場となっていたオペラハウスのあり方とは全く異なるものであった。
クラシック音楽の領域では合唱以外はプロフェッショナルで占められていくのに対し、ポピュ



ラーの領域では、一部のプロと多数のアマチュアが入り混じって活躍していたわけである。 
 
（４）劇音楽とポピュラー音楽 
 本研究では、19 世紀の雑多な音楽流通現象を主たる対象としつつ、劇場とポピュラー音楽の
関係は現在にまで続いていることを鑑み、この問題をより広い視野から捉えるべく、隣接分野の
研究者とのワークショップを開催した。具体的には、20 世紀初頭の劇音楽界を対象として、ク
ルト・ヴァイルの専門家である大田美佐子氏、映画音楽の専門家である白井史人氏と共に、意見
交換を行った。ヴァイルの事例からは、ベルリンにおける芸術志向とニューヨークにおける大衆
志向性との作曲家内の調停の方法が明らかになった。ヴァイルに限らず、多くの作曲は現代でも、
芸術性の高い作曲と大衆に受ける楽曲創作とを同時に行なっている。また映画音楽の検討から
は、ある映画作品で有名になった音楽が、映画の文脈から離れて独立に流通し、さらに別の映画
に背景的な音楽として用いられるという事例が検討される。こうした音楽の流用は、19 世紀の
オペラの受容と通じるものであり、あるいはもっと遡ればグレゴリオ聖歌などが様々な楽曲の
中で元々の意味を伴いながら流用されてきたことにも類似性を見出せる。 
 いずれも音楽の断片化と脱文脈化という枠組みで捉えられる現象であり、音楽は作品として
確たる「形」で受容されてきたのではなく柔軟に変形しながら流通し、その都度意味を変えてき
たことが示唆される。 
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